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1.は じ め に

 この小論は,ミ ク ロネシア,中 央 カロ リン諸島の小 島,プ ルスク(Pulusuk)島 に お

け る家 屋と住まいかたの問題を,家 屋構造 と社会組織のふたつ の側面か ら考 察 しよ う

とする もので ある。

 家 屋の建築様式は,と うぜ んのこととして,気 候,風 土などの自然環境を強 く反映

した もので ある。なかで も,建 築材が家 屋建築 に与 える影響 は ことのほか大 きい。家

屋建築 様式 はまた,家 を とりま く文化,社 会 との関連 において,人 びとの住まいかた,

家 屋の機能 に深いかかわ りを もってい る。 このような視点か ら,こ の島の人び とにお

ける住 まいとは何 かを考 えてみ ようとしているので ある。

 この小論 の 基礎的資料は,わ た しの2度 の 中央 カロ リン諸 島での 人類学的調査 で

集めた もので ある。 最初は,1974年8月 か ら1975年2月 まで,主 と して,サ タワル

(Satawal)島 で,2度 目 は,1976年7月 か ら同年12月 までプルス ク島を中心に調査を

お こな った。 この小論は,プ ル スク島での調査資料 にサタワル島での資料を若干 くわ

えた もので ある。

 資 料の収集 は,主 としてカ ロリン語(Calolinian)に よ り,一 部,英 語で補足 した。

言語の表記法 につ いては,ト ラック語系の この島の言語が確定 した正字法を もたない

た め,主 として,現 地の人び とが,ロ ーマ字を用いて表示す る場合 のつづ りかたのな
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かでの もっとも一般的な慣例 にもとついている。 したが って,適 当で ない表記 の もの

もあるか も しれない ことをことわ ってお く。

皿. プルス ク島の概要

 プル スク島は,中 央カ ロ リン諸島の東南端,北 緯6度42分,東 経149度18分 に位置

す る人 口 約420人 の 小島で ある(図1参 照)。 この島の 属す る トラック地区(Truk

District)の 行 政上 の中心であるモエン(Moen)島 の西南西298 kmの 位 置に ある。

もっと も近い島,プ ルワ ッ ト環礁(Puluwat atoll)ま で で も約70 kmの 距 離が ある。

 この島は,近 隣…の フ.ルワ ッ ト,タマ タン(Tamatan)島,お よび,フ.ラ ッフ。(Pulap)島

と ともに,ト ラ ック諸島の西方に,ほ ぼ南北 に位置す ることか ら"西 諸島(Westcrn)"

と総 称 され るグループに入れ られてい る。

 島 は,南 北約3.3km,東 西 約1.2 kmの 大 きさで,南 北に長 くの びた島で ある(図

2参 照)。 環礁 をともなわない隆起珊瑚礁の孤 島で ある。 海面下約lmに まで隆起 し

た珊瑚礁の上 に堆積 した砂が陸地 を形成 して いる。 したが って,海 抜約3mの 陸地

はすべて砂地質であ る。 このような島を形成 した地理的要因を象徴 する ものに淡水湖

  図1Pulusuk島 周 辺 図

ア メ リカ空 軍 作 成 の地 図[1973]に よ る。
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   図2 Pulusuk島

日本 海軍 の 測 量 図P921]に よ る。

(Lenamu)が あ る。 島の北部 内陸部にある

淡水湖 は,隆 起珊瑚礁 の くぼ地に雨水 がた

まったためにで きた もの と考え られる。 く

ぼ地 に砂が堆 積 した ところは,雨 水 が伏流

水 のようにな っていた り,湿 地帯 をつ くっ

て いる。 この湿地帯 は,島 の面積 の約20%

を 占 めている。 この湿地帯には,タ ロイモ

(Pula)耕 作 のための 湿地 田(muraru)が 形

成 され,タ ロイモが豊か に育 っている。伏

流水は,砂 を掘 りさげ水浴場(伽 α㎎P)と し

て利用 された り,井 戸 として炊事 ・洗濯用

の水を供給 している(図3参 照)。

 気 候 は,1年 を2つ の季節にほぼ大別す

ることがで きる。南西季節風の吹 く5月 か

ら10月 にか けては高温 で,11.月 か ら4月 に

か けては,ぎ ゃくに北東貿易風が強 く吹 き

荒れ,気 温 もそれほど高 くはな らない。

 このふたつの種類の風を利用 して,帆 走

ヵヌー(ω α伽 αγの による島 と島の交流 が

しば しばお こなわれる。 と くに,プ ル スク

島 の西北西約255㎞ に位置す るサタワル島
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との間でお こなわれ る遠洋航海 は有名である。 ほぼ東西の位 置関係 にあるふたつの島

のあい だの航海は,北 東貿易風を利用 して東 のプルスク島か ら西 のサ タワル島へ,南

西季節風を利用 して西 のサ タワル島か ら東 のプルス ク島に と,途 中の無人島 ピケ ロッ

ト(Pikelot)島 を経 由 してお こなわれ る。3日 か ら10日 間 の行程 である。今 日では,

年5回,モ エン島 と離 島 とを結ぶ巡航船 が,物 資輸送な どの交通手段 と して離島の生

活 に貢献 してい る。 しか し,プ ルス ク島,サ タワル島のよ うに,そ れぞれ トラ ック地

区,ヤ ッフ.地区 と異 な った地区に属 している島じまの交流は,巡 航船が地区内で しか

運行 しないため,カ ヌーを利用す る しかない。

 西 諸 島,お よびサタワル島近辺の中央カ ロ リン諸島東部は,言 語 をは じめ,多 くの

文化要素 に類似点 を見 出す ことがで きる。家屋 の建築様式 もたいへん類似 して いる。

これ らの島 じまは,ひ とつ の文化圏を構 成 しているとみ なす こともできる。 これ らの

ことは,島 じまのカ ヌーによる交流が古い歴史 を もち,移 住 の経 路 ともかかわ ってい

る ことを示 してい る。

 島 の生業経済 は,タ ロイモ栽培 と漁携,お よびパ ンノキの実@吻 の採取 が主で あ

る。 この生業経済のあ りかた も,2つ の季節に強い影響 をうけてい る。11月 か ら4月

にかけて は,強 い北東貿易風を利用 した,帆 走 カヌーによる引き釣 り(luku)を 中心

に漁携 が活発 にお こなわれ る。 しか し,12月 前 後は北東貿易風が強 く吹 きす ぎて漁携

活動はおこな えず,食 物は タロイモだ けにた よっている。 それ にたい し,5月 か ら10

月 はパ ンノキの実の結 実期 であ り,手 漕 ぎカヌー(wa fatol)を 使 用 して 底釣 り漁法

σφ 乞ψ)が お こなわれる。風が弱 く,お だやかな 日びが続 くためで ある。 この季節

は,食 物が豊か な時期で ある。 したが って,食 物のなかで,年 中収穫で きるタロイモ

の 占め る比重 はたか い。 タロイモは,湿 地で栽培 されるため,島 の形成 に関連 してで

きた広い面積 の湿地帯 を有す るこの島 は,食 物確保の面で恵 まれて いるといえよ う。

 島 の生業経済 は,原 則的 に自給 自足 である。 島の唯一の換金作物 は コブ ラ(loω)だ

けで ある。 コ.プラの価格 は,1974年 に100ポ ン ドが20U.S.ド ル(以 下 ドル とい う)

の高値を記録 したが,1976年 には6ド ルに急落 した。そのため,こ の島 の1976年 の1

年 間 のコブ ラ収益 は約4,920ド ル,1人 あた りの収益 は約12ド ル にしかな らなか った。

いっぽ う,物 価 は,工 業製品の類をすべて輸入 にたよ っているため,日 本以上に高い。

 島 をおお う植物 は,海 岸沿 いの乾燥 した砂地 にマ ング ローブ,パ ンダ ナス,コ コヤ

シが茂 り,コ コヤ シの下 たはシダ類が繁茂 している。内陸部には湿地帯 を中心 に,パ

ンノキな ど樹高20mを 越 す高木が茂 っている。海岸部の植物相 と好対照 に,内 陸部

は湿地のジ ャングル(あ ω必αωα勿 の様相 を呈 してい る。コ コヤシは,種 類の違 った

ものが海岸部,内 陸部 ともに分布 しているが,コ コヤ シを除けば,海 岸部 と内陸部で

は植生の違 いが明確 にあらわれている。

 島 の生 活 と密着 した関係 にあ る代表的 な樹木はパ ンノキ とココヤ シで ある。 ココヤ
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シは,屋 根葺 き材 と しでその葉 が利用 され,果 実の殻 か らは繊維を とりだ してロープ

がつ くられ る。パ ンノキは,直 径1・5m,樹 高20 mに まで成長す るうえ,削 った り

す るに も,適 度に柔 かい性質 の もので ある。家屋,カ ヌーの建材 と して利用範 囲はひ

ろい。 ココヤ シ,パ ンノキ ともにその果実は食糧 としての価値 もたか く,こ の島 の文

化 とは切 り離せない関係 にある。

 プル スク島に は,特 定の女性祖先 との系譜 関係 をおな じくす る人び とによって構成

される集団があ る。 これはainangと よ ばれ,11のainangが この島で数 え られ る。島

の人 び とは,が な らずいず れか のainangに 属 している。 ainangは, lineageの 概 念で

把握で きる性格 の ものでφ る。 この集団 は,タ ロイモ田,コ コヤ シ林,家 屋 の敷地 な

どの財産を共有する単位 として,ま た社会 的には∫婚姻規制の単位 と して機能 してい

る。島の人び との社会生 活における基本的な集団 と して,こ の島の社会 の性格 を特徴

づけてい る。

 ひ とつのainangは,原 則的にひとつ の居住集団 を形成 してい る。 この居住集 団は,

PasOψasorと よ ばれてい る(写 真1)。 婚 姻後の居住方式 は,妻 方 居住 をとってい る。

そのため,PasaPaSUの 構 成員 となるの は,同 一一・ ainangの 同 世代の姉妹 とその配偶者,

お よび,'彼 らの未婚 の子女,独 身男性,養 子 である。

 ainangが 所 有す る財産類 は,そ のままPasaPaSUの 構 成員 によって利用 されている。

したが って,ρ α卿 α∫πは,火 とカマ ドを原則的にひとつに し,食 物を共同料理 し,構

成員 に公平分配 して いる単位で もある。ainangが 所 有す る土地 か らの生産物 は もとよ

り,島 の男全員でお こなわれた漁携活動によ り得 た魚 も,ρ 伽ψα躍 ごとに分配 され,

一 括 して 料理されている
。PasaPaSUの 敷 地には,複 数の 住居用家屋(im)と 炊 事小

屋(morohaω)が 建て られてい る(写 真2)。 Pasopasuに よ っては,他 の種贔の家屋 を

写 真1 伝統 的 家 屋(襯 襯 ψ π砂η)とPasaPasuの 風 景
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写真2 炊事小屋(morohaω)で の料理風景,タ ロイモの料理がおこな

   われている。この場所で石焼料理(umung)も おこなわれる。

備 えて いるもの もある。

 ア メ リカは,1945年 以 来,ミ クロネシアのほ とん どの地域 を占領,信 託統治 してい

る。アメ リカは,ミ クロネ シアの経済的価値には期待せず,軍 事的 に ミクロネ シアの

地理的位置を評価 し,多 額 の援 助金 を毎年与えてい る。そのため,ミ クロネシアの政

庁 は,援 助金 によって ささえ られてい る。1976年 に は,プ ルス ク島に道路 を建設す る

たあの名 目で8, OOOド ル,日 ・米 か らの戦争賠償 金が12,000ド ル 支払われた。ただ し,

日本は これを戦争賠償金 とはよんでいない。

 1957年 に は,台 風災害 の補償の名 目で,島 内に35棟 の 木造 トタ ン葺 き住居(im iani

ching)の 建 築材が無償で提供された。 同様 に,ア メ リカの援 助で,8年 制の小学校,

診 療 所が建て られてい る。

皿.集 落 と 家 屋

1.集 落

 プル スク島の集 落(apinamung)は,島 の中央部の西海岸 に沿 って,帯 状に形成 され

た集村 の形態 をとってい る。今 日の島民が,現 在の位置に集村 を形成 した理 由 として,

風 海流,水 路の3つ の 自然的要 因があげ られ る。

 この地域 には,北 赤道海 流が,常 に東か ら西 へ と流 れて いる。また,11月 か ら4月

にかけては強い北東貿易風(lo tow efang)が 吹 いている。 この北赤道海流 と北東貿易

風 との相乗作用で,東 の海岸の海(乙 磁肋)は 大 きく荒 れる ことが ある。そ うなると,

カ ヌーは浜 に寄 りつ くことがで きない。 それ にたい して,西 海岸 は波が比較的おだや
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、

図4 集 落 の 構 成

かであ り,カ ヌーの出入 りに必要 な水路(tauru)も4カ 所ほ どあ り,カ ヌー も容易に

寄 りつ くことがで きる。

 水路 とい うのは,海 岸線 を とりま く珊瑚礁の一部が切れ込 んだ部分 のことをい う。

日常,島 の人 びとが利 用 して いる水路は,幅 約7m奥 行 約30mほ どの ものであ る。

珊瑚礁 に寄せ る波 も,水 路 のなかでは その運動が ζうされ,静 かな水面 とな ってい る。

コの字型の防波堤 の役割を珊瑚礁が はた しているといって よい。

 集 落は,4カ 所 の水路の うちの上述の水路を取 り囲む ように して形成 されてい る。

島の最初 の住人で あった といわれ る人び とは,aPoniPeiと よ ばれるainangの 人 びとで

あった。彼 らも,現 在の集落か ら少 し南側の位置に集落 をつ くっていた といわ れて い

るが,現 在 では地名にaPonipeiの 名 を残す だけでヤ シ林 となってい る。

 食 生活のなかに占める食物の割合 は,タ ロイモなどの農作物が主で,魚 貝類 などに

たいし,圧 倒的に優位 にた っている。 しか し,集 落の形成 の原理 は,食 物 の量 的依存

度 によってい るのでな く,漁 携 の原理 に もとついている といえよう。

 集 落(opinamung)は,砂 浜(勿 の か ら50 mほ どの ところに,ヤ シ林 に囲まれるよ

うに して形成 されている。ヤ シ林は防風林 の役割をはた している。集 落 は,住 居(zm)

が た ち並ぶ地 域(lePong)と,カ ヌー小屋がた ち並 ぶ地域(lemarZt)の ふ たつ に区別 さ

れてい る。lemαrZtの 背 後 に9ePongが 位 置 している。集 落は,さ らに3つ の部落(hahPo)

に 区分 されてい る。 これ らの部落 は,北 側よ りそれぞれ,Wichap, Lukeiseru, Nei-

wangと 名 づけ られて いる。

 部 落 は,そ れ 自体 では明確に独 立 した社会 的機能を もっていない。 まれ に,部 落の

単位で漁携 を共同でお こな った り,島 全体 の作業を進行上の都合 で部落単位に分 担 し

ておこな うことがあるにす ぎない。 部落はまた,い くつかの ρ∬ψωπ の集 ま りによ

って成 り立 っている(図4参 照)。Wichapは3っ, Lukeiseruは5つ, Neiwangは

4つ のPasaPasuか らそれぞれな っている。 現在 のこの島にあ るPasaPasuは12で あ る。

2.家 屋

 現在のプルスク島でみることのできる家屋(建 築物)と しては,つ ぎのような種類

のものがある。
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(イ) ut(カ ヌ ー 小 屋)・ … ・・9棟

(ロ) im iani ching(木 造 トタ ン 葺 き 住 居)… …36棟

(ハ) im iani Puωn(伝 統 的 コ コ ヤ シ 葉 葺 き住 居)… …15棟

(二)Puaikang(コ ブ ラ 乾 燥 小 屋)… …8棟

(ホ) morohaw(炊 事 小 屋)… …17棟

(へ)im iani hahk(物 置,ヤ シ ガ ラ 入 れ の た め の 小 屋)… …17棟

(ト) im iani ianiw(教 会)… …2棟

(チ) bio ing(診 療 所)… …1棟

(リ) shuguwn(学 校)… …1棟

(ヌ) ∫〃卿(給 食 用 家 屋)… …1棟

(ル)ofesu(事 務 所)… …1棟

 (ト),(チ),(リ),(ヌ),(ル)の 建築 物について は,そ れぞれ,コ ンク リー トブロ

ック,ボ ル ト,ナ ッ トなどを利用 した近代工法によ って建 て られた建築物 である(写

真3)。 この島で産す る建築 資材 はまった く利用されて いない。 これ らの建築物 はま

た,す べて公 共の用途 に建て られた ものであ る。近代工法 による建築物を建て るにあ

た って は,島 か ら選 ばれた1人 の男が,モ エン島で半年間,建 築 に関する知識 と技術

とをア メ リカ人か ら学んだ。 トラック地区め他 のす べての 島の近代工法による建築物

も,同 様の教 育をうけた人の手 によってい る。

 このほかに も,建 築資材 が,こ の島以外か ら運ばれて建て られた ものに木造 トタン

葺 き住 居(im iani ching)が あ る。 chingの 語 源は英語のtinで あ り,ト タ ンを意味す

る。

 近代 工法 による建築 物の登場 とはぎゃ くに,現 在 では消滅 してみ こる とがで きない

建築物 も過去にはあった。アメ リカの海軍による占領時代が1945年 に始 まると同時に,

写真3 学校内部と授業風景,右 の男が校長先生
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アメ リカ人 のキ リス ト教宣教 師が,中 央カ ロ リンの島 じまを訪れ,布 教 をすすめた。

布教の結果,短 期間の うちに,島 の人び と全 員がキ リス ト教信者 化 した。 それに ともな

って,島 の旧来 の慣習 はすたれてい くもの もす くな くな か った。伝統的な建築 物で あ

ったim iani kat(月 経 小屋兼産屋)な どは,そ の存在理由を失 い捨て去 られて しまった。

 種 々の伝統的家屋の建築様式は,い ず れも構造的にたいへ ん類似 している。建築材

として利用で きる植物 の種類が豊かでな く,お な じような材料 を使用す るためで あろ

う。 このことについては,5章 で カヌー小屋の建築構造を例 に とり,く わ しく述べて

みたい。

3.家 屋 の配 置と道

 サ タ ワル島においては,pasapasu内 の家屋配 置の構成が,"コ の字型"に な ってい

ることが多い。 コの字型の 中央の空間が,pasapasuご との食事,作 業のための空間

と して利用 されている。pasapasuの ひ とつのカマ ドで料理 された食物 は,ひ とつの

住居用家屋(im)に 住 んでい る人 びとのグループ ごとに分配 され,そ れぞれの住居 の

前 にひろげ られた 食物 を取 り囲んで 食事が始 め られ る。 住居 と 住居の間隔は狭 く,

pasapasuの 構 成員がつねに,相 互に顔をつ き合わす ことが容易な距離 に家屋が配列 さ

れて いる。火 とカマ ドを共有 し,共 同労働 と食物 の公平分配 に もとついてpasapasuは,

pasapasuの 結 束,紐 帯を理念 としている。家屋 は,こ の ことを強化す るよ うに意図的

に配 置されてい ると考 え られる。 と りわ け,コ の字型 の中央の空間が,pasapasuの 象

徴 として存在 してい るといえるだろう。

 フ.ルスク島において も,1957年 以 前 は,サ タワル島 と同様 な家屋構成 をな して いた。

それが,1957年 に35棟 の 木造 トタ ン葺 き住居が建築 された時 に,そ れまで と異 なった

家屋配 置にかえ られた。家屋の配 列を集落 の段階で整え ることに配慮が払われた。家

屋 は,集 落のなかで南北 に2列,一 部 は3列 に配列 された。屋並 の間隔を充分 に とり,

中央 に道がつ けられた。 これは,ミ ク ロネ シアの政庁の行政官によ り決定 された。 こ

の ことは,そ れぞれのpasapasuの 理 念,機 能にたいす る配慮 に優先 して,集 落の整

備計画がはか られた ことを意味 してい る。

 家 屋の配 置の変更 は,こ れまでの島の道のあ りか たにも影 響をおよぼ した。元来,

コの字型 の家屋が配 置されて いたpasapasuで は,コ の字型 の 中央の空間を核 とし,

核 と核,つ ま り,pasapasuとpasapasuを 結 ぶ もの として道 があった。それが,列 を

なすよ うに家屋 が配列 され ることによ って,集 落を南北に縦断す る道路の重要性 と使

用頻度を高 めた。家屋は,こ の道路 に面 してた ち並んでいる。家屋の1棟1棟 と集落

を縦断する道路 とが結びつけ られたので ある。pasapasuは,核 であ った空間を失 って

しまった。そのために,pasapasuの 家 屋 と家屋 を結ぶ道があ らたにつけ られた。 この

道 は,集 落を縦断す る道 に交差 した りして複雑 に発達す るに至 っている。
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(1)Hawarei(1)
(2)Hawarei(2)

(3)Witow
(4)Hawpuluwat
(5)Puer

(6)Meganifar(1)

(7)Har
(8)Uhma
(9)Meganifar(2)
:10)Uihuhu

図5 PasaPa∫uと 道

(11)Hawarei(3)

(12)Paraka
(13)Katuman

(14)Hawpulap

:J'二11:はPasaPasuの 土 地 の 境 界 を示 す 。

[(7),(8)]お よ び[(5),(13)]は それ ぞ れ ひ

とっ の ρα∫ψα棚 と して 機能 す る場 合 が あ

る。 またsuMxの つ い て い るPasaPasuは,

土 地 は 分 離 して い るが,機 能 と して は 一

体 で あ る。
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 Hawpulapのpasapasuは,こ のよ うな家屋の配置形態の変化 を比較的受 けに くい

敷地で あったので,伝 統的住居を建て増 した ときに,在 来の木造建築 とともに,ほ ぼ,

コの字型の家屋配置を再構成す ることで,伝 統 的な家屋の配 置形態を残 してい る。 そ

のために,中 央の空間が道 の役割をはた している(図5参 照)。

 このよ うに,木 造住宅建設 に ともな う集 落の形態 の変化 は,pasapasuの 内的結束 を

はか る機能 を弱 めた。pasapasuの 単 位で まとまっていた家屋の配置にかわ って,集 落

の単位で家屋 の配置をま とめる配慮が払われたか らである。1棟,1棟 が,pasapasu

ご とに閉ざされていた配置か ら,集 落全体 に開かれた配 置へ の転換が おこ なわ れた

と解釈 で き よ う。 その影響は,住 居以外の家屋の配 置に も及 んで い る。 炊事小屋

@070加 ω)が,pasapasuの 中心 の位置を離 れて,人 通 りの多い道 をさけるよ うに,海

岸部 あるいは森@ω αγαωσγの の近 くに場所 を移 した。通 りかが りの人に食物 を勧 め

る習慣があ るた めである。

 道 は,す べて人の足で踏みつ けられてで きたふ みわ け道である。道 の使用頻 度は,

道 の規模 とな ってあ らわれない。道 は,そ の使 われか たか ら3つ の性格 に分類する こ

とがで きる。 この性格 の違 いは,男 女の行動様式 の相違 に起因 している。

 前 述 のように,pasapasuは 機 能 的に も,象 徴 的に も核 とな る空間を失 って しま った。

それに対応 して,無 秩序に,距 離がへ だたったpasapasu内 の 家屋 と家 屋とを結ぶ道

が,人 の動 きに したが って新 しく発達 した。 こう してできあがった道を利用す るのは,

主 に女性 である。

 母 系出 自 と 妻方居住 とい う規制 にもとついて,各 世代 の 姉妹を 軸 に 形成 された

pasapasuは,農 業生 産,分 配な どの単位 として社会集 団の基礎 になってい る。 その こ

とは,女 の 日びの生活をpasapasu内 で 完結 した ものと してい る。女 は,他 のpasapasu

の人 び ととの接触,交 流が少な く,ぎ ゃ くに,pasapasu内 で の交 流は活発 にお こなわ

れてい る。相互に住 居を訪 問 し合い,雑 談 に花を さかせ る。女 の1日 の生活行動は,

朝 夕の礼拝に教会に行 くことと,タ ロイモ耕作,コ ブ ラづ くりに森へ出か けることを

除 けば,pa,sapasu内 で の行動に終始す る。

 女 の生活行動 と正反対に,婚 入 した男は,他 人 の住居 に出入 りする ことは稀で ある。

概 して,婚 入 した男た ちの関係 は親密でない ことが多い。彼 らの関係は,こ の島 の人

間関係の 基本 とな ってい るキ ョウダ ィ(ρ ωψωの の範躊 には はい らないが,お な じ

pasapasuの 構 成 員 として の諸権利,義 務はおわされて いる。そのために,彼 らの関係 は,

0般 的 に
,義 務 的な仕事 と して消極 的に共 同作業をお こな った りはす るが,pasapasu

の 男 たちだけで漁 に出か けた り,積 極 的に相互 の住居を訪 れた りす ることは少 ない。

pasapasu内 の住居 と住居を結ぶ道は,女 の道 だとい ってよいだろ う。

 男 た ちに とって,生 活 の中 に占める比重 のたか い場所は,海 とカヌー小屋(u�)で

ある。カ ヌー小屋 はカヌー(ω の の建造,修 理,コ コヤ シロープ(araluz�)を な った
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りす る作業 の場や,集 会所 としての機能を もっている。 そのた め,男 は,1日 の かな

りの時間を ここで過 ごす ことになる。 カヌー小屋への女性 の立 ち入 りは原則的にタブ

ー(epinu)と な ってい る
。

 このカヌー小屋を核 として,道 は集落 に放射状 に広 がって いる。 この道 と集落を縦

断す る南北の道は,男 が遠 くのカヌー小屋 に行 き来す るとき,彼 のainangのpasapasu,

ρωψ痂 を訪れ るのに利用 されて いる。 このよ うな道 は男の道 とよべ るだ ろう。

 3番 目の道は,森(16ω α7αωα7の へ通 じる道 である。 タロイモ耕作 にパ ンノキの実

の採取 に,コ ブ ラづ くりにと利用 され る。図5に みることができるよ うに,集 落か ら

森へ続 く道は多いが,森 の中では数本の道 へ と収束 してい る。 とくに,女 が集落を縦

断す ることをさけて森へ入 ろうとす る意図がそ こに見 うけられる。他の2つ の道が,

男女 の性 によって特徴 づけ られ るの にたい し,こ の道 は,性 的な差異 にかかわ らず,

島 の人び と全員 に利用 されてい る道である。

W.pasapasuに お け る居 住 形 態

 前 章 で,集 落の構造,家 屋 の構成 が,社 会組織 としてのainang, pasapasuに 影 響 さ

れ,あ るいは,そ れ に立脚 した もの として形成 されてい ることを述べた。つ ぎに,そ

れぞれの1励 ψ鋸π,住 居での居住形態 を,ainang,加5ψ α躍 の構造 との関連を中心に

みてゆきたい。その具体的事例 と して,pasapasuの 一 つ, Hawareiを と りあげた。

 この島の12のpasapasuは,11のainangに よ って形成 されて いる。2つ の α伽 η9

は・構成員が減少 したため,独 自にpasapasuを 形 成せずに,他 の 厩παη9のpasapasu

と火,カ マ ドを共有 し,ひ とつのpasapasuと して機能 し,ぎ ゃくに, Meganifarの

αzηαη9は ふたつのpasapasu,こ こで とりあげるHawarciの αεη侃9は3つ のpasapasu

に分 節化 して いる。

 Hawareiのainangは,3つ のpasapasuに 結 果的 には 分節 してい る。 しか し,

ainangは 結 束 と紐帯を理念 としているよう に,島 の人び とも, pasapasuの 分節 を好

ま し くない もの と考えている。pasapasuは,構 成員の 系譜深度が 増す ことによ り,

pasapasuの リネージ(1ineage)が マ イナー.・リネー ジ(minor lineage)を 生 みだす。

pasapasuの 分 節化 は,こ のminor lineageの 機 能 の発 達に起 因 して いる。具体的には,

構 成 員の増加 と食物の分配 問題 が引き起 こす紛争が直 接の契機 となっている。

 つ いで なが ら,サ タワル島で は,8っ のainangが16のpasapasuを 形 成 している。

この島は,面 積 が1・36km2し か な く,厳 しい食糧事情にある。 この島でのpasapasuの

分節 の理 由も食物をめ ぐる紛争 に端 を発 した ものであ るとい う。

 親 族 関係名称 は,い わゆるハ ワイ型 の体系 に属 している。平行 イ トコ,交 差 イ トコ

を問わず,イ トコは 鋼 ψ痂 の範疇に入 れ られている。 この名称関係 では,ρ ωψ痂 関
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係 にある両者の こど ももまたplfl ipif」i関係を もつ ことにな っている。 出自のainangを

異 に した人び との間での カωψ副 関係 は,比 較的短 い期間で意識 され な くなるが,お

な じainangに 所 属する人 びとの間では,ρ ωψ痂 関係が始ま った世代か ら何世代経 よ

うが ρωψ痂 関係が意識 されている。 したがって 痂 朋gの 同世代の構成員 は,す べて

クωψ癖 と認識されている。 生物学上 はおな じ父,母 か ら生まれた兄弟 も,こ の名称

体系でのキ ョウダ イ も,と もにρωψ読 の関係でよぴあい区別 しない・

 ちなみに,ρ ωψ癖 の語源は,口,耳,鼻 な どの"穴"を 意味す る言葉 ρ癖 であ る・

目,耳 な どで認識 した ことを知 らせ あう関係が ρωψ癖 であ る。

 しか し,親 族関係 名称のあ りかたと無 関係 に,pasapasuの 構 成員の系譜深度が増加

してい く事実は否定す る ことができない。pasapasuご と に分配 された魚 を,さ らに

pasaﾘasuの 構 成員に分配 した り,タ ロイモ耕 作や収穫 などの雑事 に関す るpasapasu内

で の決定 と指導 は,pasapasu内 の 最上世代 の女性がつ とめている。 このため,pasapasu

は リーダーを擁 して いるminOr lineageと,他 のminOr lineageと の 間に地 位の優

劣 の関係をつ くりだ して いる。 これが,pasapasuの 分 節化をい っそ う促す要因 のひと

つ ともな ってい る。

 Hawareiのpasapasuは,5世 代 前 に3つ のpasapasuに 分 節 し,そ れぞれが財産共

有 体 として機能 している。分節 した3つ のpasapasuは,と もにおなじainang名 の

Hawareiの 名 称でよばれている。 その うちの1つ のpasapasuを ここでは, Hawarei

(1)ρ.と す る。

 Hawarei(1)0.は 分節化以後6世 代 を 経 ている。 この時点で,ふ たつのmlnor

lineagCが,そ れぞれ独 自な機能 を もちは じめてい る。かつてpasapasu全 体 で機能 し

て いた ものが,そ れぞれのminOr lineageご とあ機能 とな っている。その具体 的事例

として炊事小屋の所有 と料理の しかたをあげる ことができる。

 ひ とつのpasapasuは 原 則的 にひ とつの炊事小屋を もつが, Hawarei(1)0・ は3つ

の炊事小屋を所有 している。図6を 参 照に,そ の所有 関係をみる と,ひ とつはHawarei

(1)ρ.全 体で利用す るもの,第 二 のものはA,Bが 単 位 となって利用す るもの,第 三

はC,D, Eが 単位 とな って利用する ものに区分 され る。 この事例 はひとつのpasapasu

が,さ らに2つ のminor lineageが つ くる下位集団 に分節化 してゆ く傾 向に あるこ

とを示 している。

 共 同で利用す る炊事小屋は,主 に,タ ロイモ,パ ンノキの実な どの農作物の料理 に

利用 され,minOr lineageが 利 用するふたつ の炊事小屋は,魚,貝 類 と米 などを料理

す るた めに使用 されてい る。農作物は,pasapasu全 体 の土地か らの峡穫物であ り,農

作物の植えつ け,除 草,お よび収穫 などの作業 は共同でお こな ってい る。 したが って,

共 同利用の炊事小屋 は農作物の料理 に使用 される。い っぽ う海産物 は,土 曜日を除 い

て,各 人が 自由に漁 に出かけて手 に入れ る。pasapasuが 漁 携 の単位 とな ることはほと
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図6 Hawarei(1)PasaPasuに お け る系 譜 関 係
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ん どない。獲物が多 ければ,pasapasuの 構 成員全 員に頭割 りで分配す るが,少 ない場

合には,分 配 しないで,minor lineageの 成 員で料理 し食 べて しま う。その料理 には,

minor lineageの 炊 事小屋が使われてい る。

 3つ の炊事小屋が象徴するよ うに,pasapasu, ainangの 結 束 と,分 節化 とい う二律

背反 を調和 させよ うとす る島民の価値観,お よび理念 がある。そのための現実的手段

のひとつ と して,成 員 の住 まいわけがあげ られ る。つ ぎに,そ の具体的事例 を,図6

を参照 しなが ら考 察す る ことにする。

1.Pasapasuの 構 成 員

 図6は,Hawarei(1)0.の 構 成員 と彼 らの系譜関係を あげた もので ある。 第1世

代 は,全 員死亡 して現在 の構成員 とはな っていない。現在は,図 中●,▲ で示 した人

び とが,pasapasuの 構 成員であ る。 合 計34名 によって構 成 されている。 pasapasuの

構 成員には,lineage成 員,養 子,お よび婚入者 がふ くまれ,婚 出者 は除かれ る。 こ

の婚姻 関係,養 取関係 の結ばれかたに も,pasapasuの 理 念が意識 され,具 体化 されて

い る。

 図6のIII12, III14の 姉 妹 に婚入 したIII13, III, 5は カωψ癖 関係 にある男た ちで

ある。2組 の 汐ωψ癖 が,そ れぞれ2組 の 夫 婦をつ くってい るのである。 同様 に,

II3, II?, III3も また おな じ α伽 η8の ρωψ癖 であ り,お な じainangの3人 の女た ち

と結婚 している。 この ようなか たちで,婚 姻が結 ばれることが,も っとも好 ま しいも

のである と島の人 びとは いう。    ・

 ひ とつの ヵ鷹ψπ∫π に 所 属 す るすべての 女 性 が 出 自を おな じくして いる こと,

ρα5ψα∫ωは親 子関係 に もとついている こと,pasapasuの 構 成員の ρωψ痂 が相互 に紐

帯を重ん じていることの3点 が,pasapasuの 集 団 としての団結 を強化す る重要 な機能

とな っている。

 そ れにたい して,婚 入 してきた男 は,別 のainangのpasapasuか ら入 ってきた人 び

とである。それぞれが異 なるainangに 属 す る男た ちの関係では,そ れがpasapasuの

団 結を強化す る方 向には働かない。また,婚 入 して きた男の妻 とその子供たちの紐帯

が強化され るときには,そ れは,pasapasuの 団 結 をはか る機能 としては 働 かず,

minor ljneageを 強 化す ることにな る。 Hawareiのpasapasuが3つ に分裂 した よう

な動 きをお こす危 険性 をつね に秘 めてい るので ある。上述 のよ うな婚姻関係を結ぶ こ

とを,も っとも好ま しい ものとす る理 由が ここにあ る。婚入 した男た ちの弱い関係 を

強化 し,pasapasuの 内部結束をはかろ うとする理念 がみ られ るのである。

 養 取慣行のなかに も,内 部結束の強化をはかるた めの意図か らおこなわれて いる事

例 をあげることがで きる。Hawarei(1)0.で,9例 の養取がお こな われて いる。

 養 取慣行 は,中 央カ ロ リン諸 島,東 カロ リン諸 島一帯でひ じょうに盛ん にお こなわ
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れてい る。養取 の動機 は,一 般に,つ ぎのような理 由によ って いる。

(1) 夫 婦 に子供がない。

(2) 友 人 関係,PwiPwi関 係 の絆を強化す る。

(3)両 親 を早 くに失 った子供 に適 当な育て親が いない。

(4)婚 出 した男が,PasaPasa, ainangに 残 した権利を子供 に代行 させ るために養取

  して も らう。

(5)私 生 児 として生 まれたため,養 取 して もらう。

 以 上のよ うなものであ るが,Hawarei(1)P.で は,9例 中2例 が,(2)の 動 機によ

ってい る。III14,15の 夫 婦に子供がいないことも理 由のひとつで あるが, III3,4の 娘

2人 を(2)の 理 由で養取 してい る。おな じainangの 成 員間で は,実 母 も実母 の姉妹

にたいする親族 関係名称 も,と もにハハ(ineinu)の 関係 にあ り,関 係名称上 のハハ に

養取 されて もおな じハハ の名称を もちいる。'に もかかわ らず,お な じ α伽 架 内で養

取されていることは,親 族 関係名称 が,関 係両者 の相互 の紐帯をはか る役割 をそれほ

どはたす ことはな く,具 体的な養取 のかた ちを とることでは じめてminor lineageの

発 達を押えることに貢献で きると考 えているからであ る。minor lineageを で きるだ

け融合 させよ うとす る配慮に もとついて いると解釈 できよ う。

 IV13,14の 姉 妹は,産 みの母が,サ タワル島の男 と結婚 して,サ タワル島に行 った

ため,〈3)の 理 由によ り養取 された。 このとき,2人 がそれぞれ,別 のminor lineage

に 養 取されているのも,ふ たつのminor lineageの 融 合 を,2人 の 養i子(muimui)を

通 してはかろ うとす るものである。

 な お,養 子 は,養 母 の死亡 にともない,養 取関係 は消滅 し,養 子 は自分 のainang

が 形 成す るPasaPasuに 移 り住むのが原則で ある。 同様に,婚 入 した男 も,配 偶者 が

死亡す れば,自 らのPasaPaSUに 帰 る。 II3が そ の例 にあた るが, II7の よ うに,長 く

婚入先で暮 らし,そ のPasaPaSUに 貢 献 し,老 齢化 した場合 には,死 ぬまでそ こで世

話を受 ける こともある。その判断は,女 性 の リーダーが おこな っている。

2. zazorez

 1棟 の住居用家屋に住む人 びとのことを,iaiorei,ま た は, iaut li imaiと よ ぶ。「1

戸 の家 の内側」 とい うよ うな意味で ある。Hawarei(1)P.に は, 3棟 の木造 トタ ン

葺 き家屋 と2戸 の伝統 的コ コヤシ葺 き家屋がある。 この5戸 の住 居用家屋(im)に,

PasaPasuの 構 成員 がどのように住まいわけてい るかを示'したのが,図6中 のA, B, C,

D,Eで あ る。 AとEは 伝統的家屋である。図中, A1, A2, A3がAの 家屋で寝起 き

をと もにす るiaioreiで あ り,同 様に, C1, C2, D1, D2, D3も そ れぞれひとっのiaiorei

で あ る。

 PasaPasuの 構 成員で あ りなが ら, iaioreiに 属 しない4人 の禾婚男子がいる。 この4
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人 はカヌー小屋に寝起 き して いる。pasapasuの 未 婚 の男女 は,養 子を除いて,お な じ

aznangに 属 している ヵωψωZで,そ の性的 な接触 を回避 しようとす る配慮 がはた らい

ているか らだ と考え られる。異性の寝 具であるゴザ(mangiruta)に 触 れる ことす らタ

ブー(epinu)と され るの もおな じ理 由によ っていると考 え られ る。 女 の子供(aat)は,

初 潮を経験す ることで,1人 前の女(labut)と して社会的 に認め られる。男の子 供(aat)

は12歳 前 後 になるとフ ン ドシ(epereru)を 与 え られて 成人 とな り,カ ヌー小屋で の寝

起 きが始 まる。ただ し,今 日で は,pasapasuに 家屋 の余裕 がある場合には,そ れが未

婚 男子専用 に用 い られ ることもある。

 そ れぞれの家屋に住むiaioreiの 構 成員の決め られかた と系譜関係に一 定のルール

は見 られない。 たとえば,Aの 家屋のiaioreiは;A1の 老 夫婦(III2,3)と そ の養子

(IV?), A1の 老 夫婦の孫(U11,13,14), A3の 老 人(III2の オ ジ=II7)と その孫(IV15)

の 計8人 である。Cの 家屋にはC1の 老婆(II8)と,そ の娘に養取 された夫婦(IV16,17)

と その子供2人(V19,20)のC2の 計5名 が住んでい る。 Dの 家屋 には, D1の 夫 婦

(III12,13)と そ の2人 の子供(IV18,19)に 加 え, D2の 夫 婦(Vl5,16)と 養 取 した子供1

名(V18=VI1),そ れ にC1の 養 子D3(III16)が 住 んで いる。 D2の 夫 婦 は養 母がB

の家屋 に住 み,D3の 養 子(III16)の 養 母 はCの 家屋に住 んでいる。 このDの 家屋に

は,2組 の夫 婦が住んでい ることになる。Eの 家屋 とBの 家屋 には,親 子関係を基

調 と した住まいわけがされてい る。

 住 まいかたにおいて,iaioreiの 構 成員 は,親 子関係, minor lineageを 基 調 と しつ

つ も,圏minor lineageの 独 立を抑制す るた めに ,5戸 の家屋に ρ薦ψα∫πの構成員を混

住 させ るように努 めている意図が くみ とれる。pasapasuの 構 成員の決定が, pasapasu

の 全 体の結束 と紐帯 とを考慮 に入れてい るのに くわえ,家 屋1戸1戸 の独立的機能を

抑制す ることを意 図 している。 それが,ひ いては,pasapasu全 体 の結束に連 なる こと

になる と考 えてい るか らである。家屋の機能 について は,次 章で触 れ る。

V.家 屋の建築 様式

1.ut(カ ヌ ー小 屋)

 �は,カ ヌー小屋 と訳す には適切でないほど多 くの機能 とその可変性 とをそなえて

いる。未婚男子が寝起 きす る場 として,男 たちの団 らん と休 息の場 と して,カ ヌーの

建造,収 納の場 として,あ るい は,コ コヤシロープをな った りす る作業の場 として,

カ ヌー小屋は,男 たちの日常生活のなか で もっとも重要な場 として存在 してい る。重

病人が発生 したよ うな場合 には,病 人 とともに,pasapasuの 構 成員 は全員が ここに移

り住 み,看 護にあたる。住居 と同様の使 われかた もされるのである。 この場合 には,

女 もカヌー小屋を利用す ることが許 されている。
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写 真4 カ ヌー小 屋(ut)の 全景, Pulap島 か らカ ヌーで や って き

    だ 人 び とが ゲ ス ト ・ハ ウス と して 泊 っ て い る。

 日常生活においての機能の他に,パ ンノキの実の収穫や,葬 式などの儀礼の場とし
                                    

て,ま た島の玄 関口 として の象徴的な存在で もある。島に入る,人,も の は,一 応 こ

の 漉 を経 由す ることが原則である。 したが ってゴ 他島か らの訪 問者 には,ゲ ス トハ

ウス と して,こ こに寝泊 りが許 され る

(写 真4)。 そ のほかに も,神 々(ianuw)

か ら病気に至 るまで,こ こを経 由 して

上陸す ると考え られ,か つて は,守 護

神的 な神を祭 っていた とい う。

 島 には,9戸 のutが あ り,う ち2棟

は島 の共有物であ る。ひとつ は,島 の

内陸部 にあ り,島 の会議 と学校 の教室

がわ りに用 い られてい る。他 のひとつ

は,島 の北部の水路(Lgmetaω)の 近 く

に,巡 航船の入港の ときのために建て

られて いる。

 他 の7棟 は,ainangの 単 位で所有 さ

れ,PasaPasu単 位 で利用 している。5

つ のainangに よ り,7棟 のutが 所 有

され,他 の6つ のainangはutを 持 た

ない。 しか しなが ら,泓 は,そ の機能

の多様性 と重要性によ って,島 の公共

物 として の性格を備えているため,島

写真5 カヌー小屋の屋根の葺き替え作業,手 前

    の男が持っているのがココヤシの葉を編

    んだマット(iashi)。
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の人び との 自由な使用がかな り認 め られてい る。所有者で あるainangと そ のPasaPaStt

は,優 先的にカヌーを収納す ることが できること,必 要 な場合 には,住 まい として 占

有で きるほ どの権利 をもっているにす ぎない。

 したが って,こ の 厩 の屋根の葺 き替 え作業 には,島 中の男 たちが参加する。女た

ち も,屋 根葺 き材 としてのコ コヤ シの葉 を集め編む作業 に くわ わる。ほぼ年 に1度,

この作業は島全体 の共同作業 としてお こな われ る(写 真5)。

 1) utの 部 分構 造 と材質

 utの 各 部の構造 と材質は次のよ うになってい る(図7参 照)。 屋根を支える4本 の柱

(iuru)は,タ コノキ(Faach)を 丸太 のまま利用 した もので,土 中に深 く埋 め こんでい

る。 タコノキは,横 か らの力にたい して は柔軟性に富み,縦 の方向に加わ る力 には強

い特性を もっているので,支 柱の役割 によ く適合 している。

 桁(hinoi)は,タ コノキの支柱がふたまたに枝分か れした部分を利用 してのせ られ

てい る。桁材 は,パ ンノキ(mai)を 角 材 にして用いている。太 さは,30 cm×27 cm

く らいが標準で ある。

 桁 と桁 には梁(zu「amung)が わ たされ る。 材質は,桁 とおなじパ ンノキが使用 され

る。 桁 と梁 は,ほ かの各部 と同様 に交差す るところをココヤ シロープ(aratuω)で し

ば られ る。桁 と梁 とは,そ れぞれ4本 の支柱の上で交差す る。梁が桁 の上 に位 置 して

交差 させ るのは,カ ヌーの出入 口が梁の側にあるだめす こしで も梁 を高 くす るた めで

ある。

 この梁 の中央部に,丸 太 の棟束(ρoo励 の をたてる。材質 はaiuと よ ばれる硬質 の

図7 カ ヌー小 屋(ut)の 建 築構 造
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木であ り,カ ヌー(zva)の 部 品のなかで もっとも 強度を 要求 され る ア ウ トリッガー

(tam)と 腕 木(kio)と を 固定 する部分(iam)に 使 われ るほど強い材であ る。棟束 の長

さは,屋 根 の傾斜角 が45。にな るよ うに,つ ま り,屋 根 の垂木(uloz�)が,棟 束 と梁の

半分がつ くる二等辺三角形の斜辺 となるように決め られ る。

 棟 束 あ上に,角 材 の棟木(ωoη8,ま たはbong)が のせ られる。 材質はパ ンノキ。

棟木 と桁に垂木(ulor�)を11本 お ろす。 垂木には,タ コノキを丸太のまま使用す る。

棟木 は,た った2本 の棟束に支え られているにす ぎないか ら,棟 束にかかる重 みを支

えるよ うに垂木が組 まれてい る。垂木 は,棟 木の上で,反 対側の桁か らの垂木 とココ

ヤシmプ で しば られ る。組み合 わされた垂木が,棟 木 をなかばつ りあげるようなは

た らきを している。すべてのutは,今 日で は11本 の垂木を使用 しているが,か つて

は9本 しか用 いなか った とい う。 したがって垂木1本1本 についての固有 名称 も,今

日で も9本 だけに しかない。

 11本 の垂木 には,10本 の横木(iupugaku)が 結 びつ けられて いる。 屋根 のね じれを

防 ぐとともに,屋 根葺 き材の ココヤシの葉を編んだ もの(iashi)を 結 びつけるための

細い縦 木(aat)を 取 りつ けるはた らきをす る。 aatは 垂 木 に重な るように,さ らに,

垂 木 と垂木の間 に2本 のaatが とお るように取 りつ け られ る。 したが って,計37本

のaatが 垂 木 に平行に取 りつけ られ る。

 aat材 に使 われ る木 は,直 径7cm前 後 と細 く,か つ長 く育つ。 しか もたいへん軽

く,屋 根材 として の利点に富む。 その反面,腐 蝕 が早 いた め,数 年 で交換す る必要が

ある。大量に必要で あることか ら,森 のなかで,植 林,栽 培 されている。

 垂 木,縦 木 は ともに,桁 か ら約70cmつ きだ して取 りつ け られ,さ らに,屋 根を

葺 いてい るココヤ シの 葉が長 く垂 れ下 が り,風 雨の吹き込みを防 ぎ,ま た,利 用可能

な空間を最大 限まで拡げている。

 風 圧 による横揺 れと,そ れによ ってお こるひずみにたいす る配慮か ら,屋 根裏 には,

垂 木にたい して斜 めに丸太がわたされて いる。 吻 〃彦 とよばれ,屋 根裏の3分 の2ほ

どの部分に取 りつ け られている。

 桁 と梁の交差 を直角 に保つためには,桁 と梁 とに角材 をわた して固定させ ている。

ここも,直 角二等辺三角形をつ くるよ うに取 りつ けられている。 これ はまた,屋 根 の

妻 の部分 にココヤ シの葉を葺 くためのaatを 補 強す る役 割 もは た して いる。

 妻 の部分 は垂木を使用 しないが,aatとiupugakを 格 子状に組んでいる。 ここには,

地 上 よ り,約1.5mの 高 さまで屋根 を葺 き,0部 分に,カ ヌー の船首が通れるよ う0

に切 り込みがいれ られて いる。

 2)uf.の 形 態 と全体構造 の特徴

 各 部 の構造 と関連 して,ut全 体 の特徴 と して,次 の9点 をあげる ことがで きる。

(イ) カ ヌーの 出し入れのための限界 の高 さ 約1.5mに まで屋根 の軒を下 げている。
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  桁 よ りも約50cm下 ま で屋根 を下 げ,吹 き込 む雨 をさけることで,利 用で きる

  空 間を最大限 まで拡張 しつつ,建 物全体を風圧 をさけるために,極 力低 くす る工

  夫 がなされて いる。桁 と梁 の組 み方 も,カ ヌーの出 し入れ側の梁 を桁 の上 にのせ

  て,屋 根,建 物全体 を低 くして いる。

(ロ)屋 根葺 き材 ζ して使用す るココヤシの葉,ま たは,タ コノキの葉が防水性 に乏

  しいため,水 はけを よ くす るために,屋 根の傾斜 を充分 にとってい る。

(ハ)棟 木を支える2本 の棟束 に加え,垂 木 も棟木を支える構造 となっている。

(二) (ロ),曳 ハ)に よ り,屋 根 に強い傾斜 度をつ ける必要性 と,風 に対す る防備か

  ら,屋 根が45。 の傾斜をつ くるように,梁 と棟束の長さの比率 が決 め られている。

  (イ)の ように,極 力屋根,建 物を低 くしよ うとす る工夫 に もかかわ らず,屋 根 は

  結 局,高 くな って しま って,屋 根裏に不必要 な空間をつ くりだ している。

(ホ) 屋 根 葺 き材の ココヤシの葉 を編 んだ ものを,屋 根 に結びつ けるために,屋 根 に,

  垂 木 の ほかに,さ らに多数 の木 を縦横 にわたす複雑 な屋根の構造を している。

い)屋 根,お よび上部構造 は,4本 の柱だけによ って支 え られ る。

(ト)木 と木を組みあわせる場合,ほ ぞを彫 り込 まないで,す べて,コ コヤ シロープ

  で しばる方法によ っている。 これ は柔軟構造 による外力の吸収 とい う利点 をもっ

  て いる。

(≠)屋 根全体に,三 角形の構造が多

  くとり入れ られ,全 体の構造の強

  化につなが っている。

ω) 建築材は,角 材と丸太で,板 を

  まったく使用 していない。

 建築物のこうした特徴は,と くに,

屋根葺き材 としてのココヤシの葉,タ

コノキの葉がともに防水性,耐 久性な

どにおいて,あ まり秀れた ものでない

ことが強 く影響を与えているといえよ

う。比較的降雨量の多いこの地域の気

候が,い よいよ,屋 根に支配された建

築物を生みだす原因となっている。っ

まり,漉 は屋根の 下の空間を利用す

る家屋でなく,屋 根のなかの空間を利

用する建築物となっている。

 構造の点では,ほ ぞを彫 って継手仕

口をつ くったり,板 をつくるための充
写真6 カヌー小屋(ut)の 内部,棟 木,棟 束,

    垂木 などがみえる。
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分 な道具を,近 年まで もた なか った ことに関連 しているといえよう。

 雨 にたいす る 痂 の構造は,風 にたいす る対応,工 夫 と背反す る性格 にあ り,こ の問題

が完全 に解決 されないまま,今 日の構造 と形態をつ くっているといえよ う(写 真6)。

2.im(住 居用 家屋)

 ut(住 居用家屋)に,加 伽 舜乃ξηg(木 造 トタン葺 き住居)と 加 伽 ψ 麗ω箆(伝 統 的

ココヤ シ葺 き住居)の2種 類 あることは,こ れまで に も述べた。木造 トタン葺 き住居

は,こ の島に37戸 ある。 うち1戸 は,た まに島に来訪す るカ トリックの宣教師の もの

である。 これにたい し伝統 的住居 は15戸 にす ぎない。15戸 の うち,じ っさいに人び と

が生活の場 としているのは,7～8戸 で ある。ほかは,昼 寝用であ った り,高 床式の

木造家屋への出入 りが苦痛な老人専用 のものであ った りす る。

 ほ ぼ類似 した文化 と生活様式のなかで暮 して いるサタワル 島には,木 造 トタン葺 き

住居は3戸 しかない。 そ こでの住居をめ ぐる生活様式 は,旧 来 の伝統的な様式 を維持

していると考 え られ る。 それに比較 し,こ の島で は,木 造住居が登場す ることによ り、

家屋の配列でお こった変化 と同様に,生 活様式,住 居 の機能 の面で もい くらかの変化

をお こした。

 1) im iani Puωn(伝 統 的住居)

 伝 統的住居の建築 様式 は,カ ヌー小屋(π 彦)の それ と基本的にはかわる ことがない

(図8参 照)。 カヌー小屋が,島 の男た ちの 日常的な生活 の場 の連続 として存在 し,開

かれた空間を象徴す るかのよ うに,壁 のない建築物 であるのにたい し,住 居 は,外 の

空間を遮断す る閉 ざされた空間で ある必要性があ る。 この差 が壁の有 無 とな ってい る

にす ぎない。

 壁 は,コ コヤ シの葉を編んだマ ッ ト(雇 πの をたてか けるよ うに してつ くられて いる。

空間 を閉 ざす ことにたいす る気の配 りかたは相 当なものである。 出入 口は極端に小 さ

くつ くられてお り,な かには,這 った り,身 体 をかが めて しか入 れないもの もある。

人通 りの多い道に接 した住居 ほど,そ の傾 向は強 くな る。 もちろん,窓 を持たない構

図8 伝 統的住 居 の建築構 造
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造で ある。内部 は,そ のため薄暗 く,外 部か ら内をのぞ くことはできないが,内 部か

らは壁を とお して外を見る ことがで きる。物理的に空間を遮 断す ること以 上に,象 徴

的に遮 断 して いるといえるか もしれない。

 天 井をつ くらない構造だか ら,屋 根の空間が広 く,屋 根葺 き材 の材質 とあいま って,

涼 しさの点 ではたいへん秀れている。屋根 裏の部分に,桁 と梁に木 をわた して,日 用

品,財 産類 を置 くよ うにした りもす る。彼 らは,財 産 とよべ るよ うな ものを それほ ど

持 ってい るわけで はな いので,そ の程度で間に合 う。小物,衣 類 などは,垂 木か らコ

コヤ シロープをた らし,ひ っかけた り,結 びつけた りして保管 している。伝統的住 居

の欠点は,湿 気 にたいす る防備が充分でない ことで ある。

 湿 気 にたいする一応 の対応の工夫 もされて いる。家の 内部,お よび周 囲には,珊 瑚

礫(Faima)を 厚 く敷 きつめて雨水 が早 く土中に しみ こむ ように工夫 されてい る。砂地

にたて られてい る住居 とはいえ,長 い雨が降 りつづ くと家屋 が湿気 ることはやむを得

ない。

 家 屋 内の珊瑚礫 の上 には,コ コヤシの葉を編んだゴザ(kini)を 二 重に敷 き,さ らに,

タ コノキの葉を編んだゴザ(ノ 漉 π勿α)を 敷 きつめて いる。 部屋の隅には,タ コノキ

の葉 を細かい 目で編んだゴザ(mangiruta)を 巻 いて置いて ある。 これが寝具であ り,

就寝時 には,こ れをのべて,薄 い布をかぶるように して寝 る。蚊 に刺されないためで

もある。

 さ きにのべたよ うに,寝 具 に異性が触れ ることはタブー(吻 ηの である。 タブーは,

今 日,キ リス ト教の布教 とともに急速 に失 われつつあるが,今 日まで,比 較的残 って

いるのは前述 の未婚男子がカヌー小屋に寝起 きす る習慣 であ ろう。 この ような性 的な

発 育に ともな う問題を回避す る必要は,間 仕切 りのない家屋 の構造 にその背景がある

といえよ う。間仕切 りの代 りに,今 日では布製 の蚊帳を1戸 の家屋 にい くつか張 る こ

とがお こな われるようにな った。 そのため,1戸 の家屋に,か な り成長 した未婚 男子

が姉妹 たちと同居す る例 も見 うけ られ るよ うになった。

 小 規模 の伝統的住居は建築 が比較的容易におこな える。そのためか,重 病 にかか っ

た人の病がいえた場合 には,月 の出ない夜を選 んで,住 まいをかえる慣習が ある。

 2)加 伽 宛伽g(木 造 トタ ン葺 き住居)

 1957年 に,台 風災害 の援助の名目で建て られたこの住居 は,建 築材料 はすべて船 で

運ばれてきた もので ある。 トタン,2×4イ ンチ角材,合 板材,板 材が建材で ある。

窓の取 りつけ位 置が各家に より異 な ってい るが,基 本的 には規格 化され た ものであ る。

 木 造高床建築 は もちろん,床 のある建築物は,こ の島で は,こ れまで みることがな

か った建築 様式 である。床 は,標 準的な もので,地 上70cmか ら80 cmの 高 さで あ

る。床は合 板材 を使用 して いる。間仕切 りはない。1～2カ 所に出入口をつけ,2カ

所 に板戸の窓,そ れに1～2カ 所にブ ライ ンド状 に木 を組 み合わせた明 りとり兼用の
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窓をつけている。これが標準的な住居で,床 面積は約30m2ほ どである。

 この住居の利点はふたつある。ひとつは,ト タン屋根に樋をつけ,ド ラムカンに清

潔な水を集めることができることである。 集落には,3カ 所の井戸があり,3～4m

も掘れば,容 易に水を得ることができるが,砂 地のため,そ の維持 ・管理がむつかし

い。誰もが,自 由に真水を得ることができるようになり,島 の生活を便利にした。炊

事,洗 濯,水 浴に水をふんだんに使えるようになったことの意味は大きい。

 第2点 は,高 床建築による湿気の排除で,身 体の健康に貢献 したようである。いっ

ぽうでは,島 の生活や,自 然環境に適合 しない点もある。 トタン屋根は,日 中の太陽

熱が,家 の内部を温室にかえる。天井のない構造のうえ,上 部が密封されているため,

熱の逃げ場がないのである。そのため,床 下を生活の場 として利用 し,家 屋内は生活

用具の保管だけに使用 している例も1例 だけあった。

 床面積が,伝 統的住居に比べ約2倍 あり,屋 根の下の空間で,人 が自由に家屋内を

動きまわれるようになった。家屋内も,窓 か ら入 り込む光で明るくなった。伝統的住

居が狭 く,暗 いために,住 居は睡眠のためだけの場であったのにたいし,木 造家屋は

生活のたあ,住 むための空間として機能しはじめた。

 そのような機能の拡大の事例のひとつに,食 事の機能がある。かつての,食 物は住 、

居の外で料理 し,外 で食べ,外 に保管 していた慣習がくずれ,家 の中に食物が持ち込

まれるようになった。石油コンロが島に流入し,簡 単な料理が家屋内で可能になった

ことが,こ の現象に拍車をかけた。食事にともなう団 らんも,家 の中でおこなわれる

ようになり,日 常生活のなかで1日 の生活行動に占める場所として,住 居内の占める

割合が多くなった。このことは,島 の人びとの生活様式,行 動様式が多様化 したので

な く,か つて,家 をとりまく空間全体が家屋とともに住まいの空間として機能 してい

たものが,家 屋内に持ち込まれたことを意味 している。屋内で立 って動ける家屋の出
                                                                         

現,つ まり,屋 根のなかの空間としての住居か ら,屋 根の下の空間としての住居への

変容が与えた住まいかたへの影響を示すものであるといえよう・

VI.む す び にか え て

 この小論では,中 央カロリン諸島の一離島での 「家屋 と住まいかた」を,自 然環境,

集落構造,社 会組織 と居住形態,家 屋の構造 との関連において考察してきた。

 隆起珊瑚礁の島世界 という自然環境は,植 物相に乏しい。そのため,家 屋の建築材

には限られた植物をうまく工夫 して用いる必要があった。そのことは,木 を刻むため

の満足な道具をもっていなかったことと関連して,家 屋構造を決定する要因となった。

自然環境はまた,集 落の位置を定める要因でもあった。いっぽう,α伽 π脇ρσ5ψα錫 な

どの社会組織は,集 落の構成の しかた,家 屋の用いられかた,家 屋の機能などの問題
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と密接な関係にあった。

 ところが,外 部か らの建築材の導入によって,家 屋の建築様式が変化し,さ らに,

集落内の家屋の配列は外部か ら来た行政官によって決められた。行政官は,こ れまで

の家屋の配列が,社 会組織と密接に関連 していたことを理解 していなかった。これら

のことが,こ れまでの社会組織のありかたに変化をおこさせた。外部から導入された

建築材が建築様式に与えた影響以上に,社 会組織,社 会集団に与えた影響のほうが大

きかったのである。

 このことは,家 屋 と住まいかたにおいて,家 屋の形態の変化が,そ れを利用する人

びとに新 しい人間関係,社 会関係をつ くりだす ことを示唆 している。当然の帰結なが

ら,"も の"と"ひ と"と の関係は,常 に表裏一体となって関連 しあっているといえ

る。とくに,こ の島のように,出 自集団が家族的結合の居住集団を形成 しているよう

な社会においては,社 会組織,社 会集団に内在するもろもろの問題が,家 屋と住まい

かたにおいて浮かびあがってくる。
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